


火花試験標準片
機械材料と火花試験

材料技術教育研究会（MS研究会）ご指導

標準 火花試験ブース

　火花試験は「簡易、迅速に鉄鋼材料の鋼種をグラインダ火花により見分ける試験」であり、昭和41年にはJIS規格が制定
され、高い信頼性を得て広く活用されている。また機械材料の選択を的確にする事は機械部品の品質管理上、最も重要なポ
イントである。鋼材の火花試験による鋼種鑑別はこの目的のため現場での鋼種管理のみならず、関係者の材料知識の修得に
最適の試験法である。　（簡易発光分析標準試料としても最適）
　材料管理、機械設計各種加工、熱処理、及び材料試験等各方面にわたって広く利用されている。

　本標準片はＪＩＳ Ｇ０５６６-１９８０に準拠し、実用頻度の高いＪＩＳ鋼材を中心に教育実習用、一般工場現場用として、選択されたＫグループ及び各種鋼種
グループ毎に専門的に選択したグループF、G、Hの３系列とに編成したもので、厳正に化学分析された標準試料である。試験に際しては（１）標準片と
試料のグラインダ火花を比較し、差異の有無を確認のうえで（２）標準片の化学成分表を参照して、（３）試料の鋼種、成分を定性的、定量的に判定する。
以上によって火花試験の判定はより容易、迅速、確実となり、判定結果は観察者の主観にのみ頼らず、より客観性の高いものとなる。

●火花試験標準片

　（１）異材混入の発見（２）脱炭、浸炭層の有無確認（３）含有元素の判別、
含有量の推定（４）鋼種の推定（５）精密分析前の成分量推定（全数検
査が可能となる）その他、高温耐酸化性、窒化、焼入れがしてあるか否
かの判定等広範にわたる。

●火花試験の用途

　上記の各項目について判定の難しい場合には、標準片との対比が極
めて有効である。

■標準片との対比

　火花試験は化学分析、分光分析などの精密分析と比較して成分量の
判定がラフではあるが、一方（１）試料の形状、粗さ、熱処理組織に判
定が左右されない。（２）非破壊的に全数検査が可能である（完成品を
除く）。（３）設備費、時間、労力が少ない。などを特徴とする。上記の
特徴をいかし、用途を混同することなく活用することが望ましい。

●火花試験の特徴

　（１）グラインダは砥石粒度３６または４６、結合度ＰまたはＱ、円周速度２０
ｍ/ｓ以上。（２）押しつける力は０．２％Ｃ鋼の火花流線の長さが５００ｍｍとなるく
らい。（３）火花流線は水平に飛ばし、見送りまたは横から観察する。（４）
原則として薄暗い室内で行う。また直射光を避け、不可能な場合には補
助器具を使用する。（５）試験は同一条件、同一器具で行うように努める。（６）
たとえば「標準火花試験ブース」によればさらに好結果が得られる。

●試　験　条　件

　火花を図１のように根本、中央、先端に区分して観察し、下記の項目
に留意して判定する。（詳細はＪＩＳ解説参照）（１）流線について　角度、色、
明暗、太さ、長さ、破裂の有無、砥石への巻きつき。（２）破裂について色、
形（炭素鋼破裂か、合金鋼破裂か）花粉のつき方。
（３）手ごたえ。
図２に破裂の形状例を示す。

●判　定　要　領

●仕様

図1　火花の形および名称

図2　破裂の形状例
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本装置の特色
①１）ＪＩＳ Ｇ ０５６６に準拠した正確な火花試験が行える。
　２）試験は周囲の明るさに関係なく常に暗視野中で行なわれるので火
花の特徴を正しく観察できる。

　３）グラインダおよび砥石等の火花放出条件が標準化されている（砥
石粒度３６、結合度Ｐ、円周速度２０ｍ/ｓ以上）。

②火花試験に対する風の影響は全くなく、適切な換気により快適な試
験作業ができる。

③作業者の姿勢に無理がなく手元が明るく、また、視野の明るさに変
化がないので疲労が少なく安全性が高い。
④暗室不用で、正しい火花観察が安全に行なえるので、現場用は勿論、
教育実習用などに最適である。
⑤工場内の環境対策及び防火、防災対策は著しく改善される。
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